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第 5 回 バイオプラスチック特別部会 

議題 

 

日時：2023 年 8月 22日（火） 

13時～14時 30分 

場所：Zoom によるオンライン 

 

1. 大阪府バイオプラスチックビジネスマッチング支援事業 受託について 

 7月 12日に、大阪府 バイオプラスチックビジネスマッチング支援事業を受託。 

 以降の OBPN 活動は事業対象として実施（資料 4～6）。 

期間：7月 12 日～2024 年 3月 29日。 

 

2．OBPN活動 

 8月 4日 第 2回セミナー・名刺交換会を実施。 

リアル参加 65名、オンライン Zoom 62名、YouTube live 30名強（資料 7） 

 9月 8日 第 3回セミナー・バイオプラスチック取組企業ポスター展示・商談会 

（資料 8） 

 11月 8日、9日 東大阪テクノメッセ出展（資料 9） 

 11月 28日～12月 2日 国際プラスチックフェア出展（資料 10） 

 その他、専用ホームページ、入会チラシ等作成予定 

  

 

3．大阪ヘルスケアパビリオン「展示・出展ゾーン」リボーンチャレンジ 

 ＜全体＞ 

  5月 29日 第 2回ワーキング 

   建築仕様（壁・天井の仕上げ（色）アンケート結果、仕様及び床タイルカーペッ

ト）について 

 「展示・出展ゾーン ガイドライン」について 

大阪ヘルスケアパビリオン展示基本設計装飾案について 

  7月 7日 個別ヒアリング 

   展示装飾の共通化、及び展示の順番に関する意向確認 

 ＜参加企業＞ 

  「2.OBPN活動」の 

  9月 8日 第 3回セミナー・バイオプラスチック取組企業ポスター展示・商談会で 

   ポスター展示実施 
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 ＜Bグループ（パイプオルガン）＞ 

  8月 9日 東北学院大学 今井奈緒子教授所蔵ポルタティフオルガンを受領 

  8月 18日 Bグループ関係者立会いの下、ヤマハ株式会社技術者により組立・構造説

明・分解 
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資料 6：大阪府バイオプラスチックビジネスマッチング支援事業 実施体制図 
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資料 9：展示会出展 東大阪テクノメッセ（2023年 11月 8日（水）、9日（木） マイドームおおさか 
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資料 10：展示会出展 国際プラスチックフェア（2023 年 11月 28日（火）～12月 2日（土） 幕張メ

ッセ）https://www.ipfjapan.jp/ 

資料 11：大阪バイオプラスチックビジネス推進ネットワーク 会員リスト（2023 年 7月 25日現在） 

https://ct.nishipla.or.jp/site/pdf/865.t_bunsho/20230725-bunsho-865.pdf 

資料 12：バイオプラスチック特別部会 今後のスケジュール 
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バイオプラスチック特別部会名簿（順不同、敬称略） 

  

  氏名 所属名 
2023/8/22 

第 5回 

部会長 岩﨑 能久 
一般社団法人西日本プラスチック製品工業協会  

会長（岩崎工業株式会社 代表取締役社長） 
○ 

委員 宇山 浩 
大阪大学大学院工学研究科  

教授 
○ 

委員 中山 敦好 

国立研究開発法人  

産業技術総合研究所 バイオメディカル研究部門  

生体分子創製研究グループ  主任研究員 

○ 

委員 小島 孝彦 
一般社団法人西日本プラスチック製品工業協会  

副会長（角一化成株式会社 代表取締役社長） 
○ 

委員 吉本 叡 
一般社団法人西日本プラスチック製品工業協会  

総務部長（旭化工株式会社 代表取締役社長） 
○ 

委員 岡田 晋策 
一般社団法人西日本プラスチック製品工業協会  

事業部長（株式会社三共プラス 代表取締役社長） 
○ 

オブザーバー 辻 敦士 
近畿経済産業局  

産業部 製造産業課 課長 
× 

オブザーバー 山田 真司 
近畿経済産業局  

資源エネルギー環境部 環境・リサイクル課 課長 
× 

オブザーバー 山根 正慎 
近畿地方環境事務所  

資源循環課 課長  
× 

オブザーバー 多田 一也 
大阪府  

商工労働部 成長産業振興室 産業創造課 課長 
× 

代理 

（オブザーバー） 
大橋 昌平 

近畿経済産業局  

産業部 製造産業課 係長 
○ 

代理 

（オブザーバー） 
橋本 康代 

近畿経済産業局  

資源エネルギー環境部 環境・リサイクル課 課長補佐 
○ 

代理 

（オブザーバー） 
倉橋 由紀 

近畿経済産業局  

資源エネルギー環境部 環境・リサイクル課 統括係長 
○ 

代理 

（オブザーバー） 
板倉 克宏  

近畿地方環境事務所  

資源循環課 廃棄物対策等調査官 
○ 

随行者 

（オブザーバー） 
加賀城 直哉 

大阪府 

商工労働部 成長産業振興室 産業創造課 課長補佐 
○ 

随行者 

（オブザーバー） 
部奈 久能 

大阪府 

商工労働部 成長産業振興室 産業創造課 課長補佐 
× 

随行者 

（オブザーバー） 
野口 慧 

大阪府  

商工労働部 成長産業振興室 産業創造課 主査 
○ 

随行者 

（オブザーバー） 
山口 莉花 

大阪府  

商工労働部 成長産業振興室 産業創造課 主事 
○ 

事務局 平田 園子 一般社団法人西日本プラスチック製品工業協会 ○ 

資料 2 



4 

 

 

第 4回 バイオプラスチック特別部会 会議録 

1.日時   2023年 5月 25日(木) 13時～13時 50分 

2.場所   Zoomによるオンライン 

3.出席者（敬称略） 大阪大学大学院工学研究科 宇山教授 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 バイオメディカル研究部門  

生体分子創製研究グループ 中山主任研究員 

西プラ 岩﨑会長、小島副会長、吉本総務部長、岡田事業部長 

オブザーバー 近畿経済産業局 資源エネルギー環境部 環境・リサイクル課 橋本課長補佐 

近畿地方環境事務所 資源循環課 板倉廃棄物対策等調査官 

大阪府 商工労働部 成長産業振興室 産業創造課（同席者） 部奈課長補佐、野口主査、

山口主事 

事務局         平田 

岩﨑部会長より、「お忙しい中ご参集いただきありがとうございます。大阪府からの支援は残念ながら不合格と

なり、思いもよらないことであったが、今後も OBPN は前向きに進めていく予定である。本日も有意義な審議をお

願いしたい」と挨拶。 

事務局により議事進行を実施。 

名簿、前回会議録について再度確認を依頼。 

 

1．大阪ヘルスケアパビリオン「展示・出展ゾーン」リボーンチャレンジについて 

 経過報告として 

・大阪ヘルスケアパビリオン「展示・出展ゾーン」リボーンチャレンジ【バイオプラスチックで REBORN】ワーキング

資料（抜粋）、2025 年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会、中小・スタートアップ出展企画推進委員会

からの情報 

・クリエイターとの連携 

・ヤマハとの打ち合わせ 

について説明。 

＜大阪ヘルスケアパビリオン「展示・出展ゾーン」リボーンチャレンジ【バイオプラスチックで REBORN】ワーキング

資料（抜粋）、2025 年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会、中小・スタートアップ出展企画推進委員会か

らの情報＞ 

展示ブースの内装設えについては、「VRグループ」と「製品展示グループ」とに分けて、 

・内装を共有することで費用を案分 

・万博全体のテーマウィークとの整合も測りつつ、各グループは連続して出展することで内装の変更に関する

手間を軽減 

とする方法が中小・スタートアップ出展企画推進委員会によって検討されていることを説明。 

＜クリエイターとの連携＞ 

第 3回特別部会において、Aグループのイメージ統一が必要との意見があったことから、MEBICに相談し、クリ

エイター募集を実施し、6 社からの提案があった。しかしながら、提案内容がまちまちであることから、決定するた
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めに何を焦点とすればよいか、クリエイターの信頼性を含めてMEBICへ再度相談する予定であり、その上で企画

を部会員内で検討する予定であることを説明。 

＜ヤマハとの打ち合わせ＞ 

パイプオルガンの作製について、ヤマハから人とモノが出せないと連絡があったことから、6/1 に西プラメンバ

ーで打ち合わせし今後の方針を決定することを説明。 

 

2．大阪バイオプラスチックビジネス推進ネットワーク（OBPN）について 

5月 24日現在での入会企業は 70社であること、5月 19日にキックオフセミナーを実施し、事前申込者 140名、

実際の出席者 110 名、そのうち西プラ会員外 47 社（約 43％）であり、関係者による広報によるものと説明。実施

内容についても改めて紹介。 

 

3．その他 

本特別部会が関連するスケジュールについて説明。 

OBPN については費用の捻出が難しくなったが、8 月 4 日に大阪大学中之島センターにおいてセミナーの開

催を計画しており、その後の事業についても事前の計画通り、本年度は計 4 回のイベントを開催し、関連ある内

容の他の主催イベントに共催する等、事業を進めることを説明。 

 

その他、参加者からの質問・意見を求めた。 

岩﨑部会長：クリエイターの選定については、本日の MEBIC への相談結果は、西プラ関係者間で協議し、方

向性を決定したい。 

小島部会員：大阪府の支援や、クリエイターの活用等、製品を持ち寄る以外に必要な費用について、支出方

法を検討するだけでなく、事前に関係者への周知が必要であり、方向性決定後、まずはグループ別に説明する

場を設けてほしい。 

岡田部会員：6/1にパイプオルガンに関する協議後、ヤマハとの打ち合わせを設定してほしい。 

 

 次回の部会は、6～7月中に実施予定であり、改めて事務局より案内することとなった。 

          以上 
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バイオプラスチック特別部会関連 今後のスケジュール 

 

時期 リボーンチャレンジ OBPN・大阪府事業 特別部会 その他 

 5月 30日    第 55回総会 講演：宇山先生 

 7月 12日   大阪府事業受託   

 8月 4日  セミナー   

 22日   第 5回  

 28日  中間報告書提出   

    末 追加募集期限    

 9月 8日  セミナー・ポスター展示・商談会   

 11月 8・9日  テクノメッセ東大阪   

 11月 28日-

12月 2日 

 国際プラスチックフェア  
 

 12月 15日  セミナー   

2024年 2月 22日  セミナー・商談会   

 3月 29日  最終報告書提出   
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